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No. 403 京都大学広報委員会
ジャワ海の積雲群 （写真左上）， 西スマトラの観i!lJ予定地附近の積乱雲群 （写真左下），
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No. 403 京 大 広 報
部局 ・職名 氏 名 生年月日 出出身身地校 講座 等 研 究 分 野
ウイr研究震今 jド六胤｜昭和2.12. 16晶子主務百動態調附藤野襟繍鈎銑私分子
JポチZ笑験所 広 l:LI志郎 グ ＇＊ ・阪ホ蔀トラ崎｛1棚放射陸自位元説び各菌学射器実用授 ｜ 2・7・1 ・JIB究門 いる原子学にる
// 東 村 武 信 ゲ 京京大 ・都理政門射線物tl:ivf先日~I 汝と射し線て作増用援の初護期患過な程どに院関すでのる奏，主媒
2. 12. 14 和電子 を迫る研
， 上 野 防 虫 3. 2.25京東大・京医 礎附研属究広（施子炉設医療法 殺がん3の粒器子禁線容器治療の細法胞の一レつベでル基あ礎る熱研
加盟砂仰j・受 iJ: }lf( I{｛主グ 2.4. 7品、品系統研究 1al"J 銀『こ民l幹する2研2究g51長義雄常鰭
I 'I 野得 議／／ 2. 8. 15除生｜変呉研究部門字詰E銅線と紺枇
｜型話量授西 1 総～ 1.28 :* ！~， ￥~苦手じ学~；~~：；輸銀雑草手議
工首義授久住 。 ふ阪 石触油化媒物学科理 査高機晶ケイ体転の読合成イヒ完と石裂騒工民 2.12. 5 .室工 学講座 能 スの希 と
i林史学部附属演習 ρ 三 重
品）］ 教授赤；1: fitl 男 3. 2・21京大・股木 ms I 森す然環林る研境の再究の及生機理び械林的反木と天応の生然に、長E関ti:新すに妓及る研術ぼす究に関自
民F~突撃所 系知 謀撃によ抗議員中に的欠陥子 綬川久保 j~＇／.哉。 2・ 8・ 22 ' ・理原千台1研究1・:if"J I 吸収及び 共＇！鳥吸収による
J't Ji品逸 王子 。 木 rn1;i¥ ！＼：免 j也 築樹の育成と生育様式に朕iする研政林学部｜；付属出羽 愛設香林媛川 2ノ庁G し
日） チ 2・1・6 専門
教務部 両足 1?1 .'J / 近大大・阪 物
手 2. 4. 2.J 理工 :n 子 宇等宙に線関物す理る学研及究び字自宅！日J.素粒子
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外国語 文・教育・法 ・経済「一般」 ・理 ・医・薬・工・長 午前9時30分～ 11時30分
理 科 理 ・医・薬・工 .£!k 午後1時 ～ 3時30分
2月26日〈火〉
社 会 文 ・法 ・経済「一般」 l午後1時 ～ 2時30分
｜午前9［侍30分～ロ論文 経済「論文」
0後期日程試験












理 ・ 医 ・ ~ · 工 ・ ~ 午後1時 ～ 3時30分
論文文 午後1時 ～ 3時
外国語 文 ・教育 ・法・経済・医・楽・工 ・J:'J:
法
｜午前9時30分～ 11時30分
｜ 午後1時 ～ 3時30分
万一 ～ 3時
｜午後Ia与 ～ 3U附

















































倍 率 ｜一一一一一一 ' 
志願者数 i倍率
.2 I 人！625 3. 3 
11.8 517 17. 2 期 35 412 
3.7 146 3.7 期 50 185 
11. 5 151 7. 6 Wl 20 230 
3.2 1, 031 3. 0 WJ 350 1, 110 
14.1 724 12. 1 jp] 60 848 
3.2 526 3.5 170 548 
765 12. 8 60 323 
506 12. 7 j切
Jtl 
40 538 
1, 283 4.6 294 1,261 
48.6 1,376 45. 9 J切 32 1,556 
4.6 439 4.9 期 90 416 


























733 2.8 778 3.0 
65 785 12.1 551 8.5 
2, 881 15,677 5.4 14, 799 5.3 
j切 2,180 7,611 3.5 7,865 3.8 











































































































































































































































































































いたのを覚えておられるだろうか。 I ~ -:-Iが， 「あの，っかぬことを伺います
チョピ髭を生やした守備のうまい選 1<9~’h ρi＜与Jが，そちら様は，ひょっとして学校
手で，いぶし銀のような風格があっ｜メι三縛 毎 1 ・う の先生をしておられるのではありま
た。トラキチのわたしだが，この選 ~ ·~~s(9 八五二iせんか」と質問された。わたしは仰
手だけにはひそかに声援を送ってい！三？時 ' c刑制J天して，その通りだが，どうしてそ
た。たださすがに，この選手と階 段アJき ~\7 ~<i:l れをとお尋ねすると，「突はわたし
われたことはない。 ：干す至宝判ミ斗 どもの方へも，ときどき，木下富雄
第三の同姓同名は最近のことであ I~~ヘぷj 凶 先生のお宅ですかという電話が出版
る。ある晩家でワープロをたたいて ＇ ~k- ;,. -o・_ ，＂＇~ 社からかかってきて，原稿の催促を
いると，突然電話のベルがけたたま ｜’訪~-:t'－＇「甘す長止下セ司 されるものですから」とおっしゃっ
しく鳴った。深夜の2時すぎである。（ハタ山ハッチ氏の作品より）た。今度は，わたしが大汗をかい
今ごろなんだろうと思って受話器をとりあげる て，平謝りする番である。
と， 「はあい今晩は。おなじみのカラオケ宅配
便でーす」とL、う陽気な戸が飛び込んできた。
なんだなんだこれは，と驚くわたしにかまい
同姓同名で迷惑をかけあっているのは，どう
やらお互い様であるらしい。
（きのした とみお教養部教授）
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